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2
月
27
日

（
木
）村
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、本
部
警
察

署（
宮
城
正
明

署
長
）と
村
教

育
委
員
会（
仲

田
允
碩
教
育

長
）
と
の
間
で

「
子
ど
も
を
事

件
・
事
故
か
ら
守

る
学
校
ゆ
い

ま
ー
る
活
動
制

度
」に
関
す
る
協
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ
た
。

　
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
、平
成
14
年
を
ピ
ー
ク
に
半
数

以
下
に
ま
で
減
少
し
た
。し
か
し
、女
性
や
子
ど
も
を
対
象

に
し
た
犯
罪
は
、被
害
者
の
心
身
に
深
い
傷
を
及
ぼ
し
、地

域
住
民
に
著
し
い
不
安
を
生
じ
さ
せ
る
。本
部
署
で
は
村
教

育
委
員
会
と
の
連
携
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
へ
の
脅
威
事
案
に
対
し
、被
害
者

対
策
や
行
為
者
へ
の
警
告
、保
護
者
な
ど
へ
の
注
意
喚
起
を

迅
速
に
対
応
す
る
。そ
の
こ
と
に
よ
り
、被
害
の
未
然
防
止

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
締
結
に
あ
た
り
仲
田
教
育
長
は「
幼
児
、児
童
、生
徒
が

地
域
で
安
心
・
安
全
に
は
ぐ
く
む
環
境
づ
く
り
が
大
切
。協

定
書
を
遵
守
し
、迅
速
に
対
応
し
た
い
。地
域
住
民
の
目
配

り
や
駐
在
の
パ
ト
ロ
ー
ル
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、皆

様
に
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」と
述
べ
た
。宮
城
署
長
か

ら
も「
こ
の
活
動
を
未
来
永
劫
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

抑
止
に
つ
な
げ
た
い
。今
回
の
締
結
を
期
に
地
域
の
方
と
連

携
を
は
か
り
、事
件
事
故
が
未
然
に
防
げ
る
よ
う
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。」と
話
し
、両
氏
と
も
、お
互
い
に
協
力
し
合

う
こ
と
に
よ
っ
て
事
件
事
故
を
未
然
に
防
げ
る
と
の
認
識
で

一
致
し
た
。

　
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
前
兆
事
案
と
し
て「
声
か
け
」

「
つ
き
ま
と
い
」「
痴
漢
」「
公
然
わ
い
せ
つ
」な
ど
が
あ
り
、こ

れ
ら
が
確
認
さ
れ
次
第
で
相
互
連
絡
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。子
ど
も
を
守
る
た
め
に
も
、地
域
住
民
の
方
々
と
の
連

携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

村
教
育
委
員
会
と
本
部
警
察
署
が
協
定
書
締
結

　
本
部
警
察
署
（
宮
城
正
明
署
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
25
年
中
に
本

部
署
管
内
の
治
安
維
持
活
動
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
22
人
と
、
9
団
体

を
選
出
・
発
表
し
、
村
内
で
は
伊
是
名
診
療
所
医
師
の
比
嘉
哲
史
先
生

が
選
ば
れ
た
。
比
嘉
先
生
は
村
内
に
お
け
る
本
部
警
察
署
伊
是
名
駐
在

所
の
業
務
に
理
解
と
協
力
を
さ
れ
た
と
し
て
、
2
月
27
日
に
村
役
場
内

に
お
い
て
宮
城
署
長
よ
り
感
謝
状
と
警
察
活
動
協
力
功
労
盾
が
贈
呈
さ

れ
た
。

　
村
民
へ
の
気
配
り
も
忘
れ
ず
、
急
患
で
の
対
応
も
迅
速
に
行
動
す
る
。

お
年
寄
り
の
方
々
か
ら
の
信
頼
は
厚
く
、
村
の
医
療
業
務
に
も
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　
2
月
25
日（
火
）堀
川
美
智
子
さ
ん
を

講
師
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

が
、小
学
校
体
育
館
で
全
校
児
童
対
象
に

行
わ
れ
た
。

　
低
学
年
で
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
実
例
に
つ
い
て
演
じ
た
。

自
分
の
家
に
い
る
の
に
、
別
の
家
に
い
る
の

で
帰
ろ
う
と
出
て
行
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

や
、
ご
飯
を
食
べ
た
ば
か
り
な
の
に
し
ば

ら
く
し
て
忘
れ
、
食
べ
さ
せ
て
く
れ
と
い

う
ケ
ー
ス
な
ど
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

ら
よ
い
の
か
実
演
さ
れ
た
。
堀
川
さ
ん
は

「
本
人
を
怒
っ
た
り
、
否
定
す
る
こ
と
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
悲
し
ん
で
い
る
の
は

本
人
で
す
。」
と
、
優
し
く
対
応
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
話
し
た
。

　
同
日
、
中
学
校
に
お
い
て
3
年
生
に
も
講
演
を

行
い
、「
認
知
症
の
A
さ
ん
で
は
な
く
、
A
さ
ん
は

認
知
症
」
と
い
う
よ
う
に
、〝
そ
の
人
を
大
切
に
〞

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
考
え
方
も

伝
え
ら
れ
た
。
最
後
に
担
任
の
平
安
山
先
生
か
ら

も
、「
認
知
症
の
方
だ
け
で
な
く
、
妊
婦
さ
ん
や

障
害
を
持
つ
方
へ
も
同
様
の
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。」
と
、
卒
業
を
控
え
た
生
徒
へ
教
訓
が
あ
り

ま
し
た
。

　
な
お
、堀
川
さ
ん
は
昨
年
12
月
に
は
伊
是
名
村

職
員
を
対
象
に
講
話
を
行
っ
て
お
り
、村
内
で
の
サ

ポ
ー
タ
ー
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

比
嘉
哲
史
（
伊
是
名
診
療
所
）
先
生
に
感
謝
状
!!

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
2
月
17
日（
月
）伊
是
名
漁
業
協
同
組
合（
名
嘉
哲
治
組
合

長
）に
お
い
て
、今
年
の
モ
ズ
ク
操
業
祈
願
祭
が
伊
是
名
漁
協
モ
ズ

ク
加
工
所
で
村
関
係
者・生
産
者・職
員
ら
で
執
り
行
わ
れ
、村
の一

次
産
業
を
担
う
モ
ズ
ク
の
豊
作
と
作
業
員
の
安
全
を
祈
願
し
た
。

　
今
期
の
モ
ズ
ク
操
業
は
、水
揚
げ
目
標
を
1,
5
0
0
ｔ
と
見
込

ん
で
い
る
。生
産
者
数
は
、44
経
営
体
で
す
で
に
10
名
の
生
産
者
で

40
ト
ン
を
水
揚
げ
し
て
い
る
。早
摘
み
モ
ズ
ク
は
、2
月
〜
3
月
中

旬
ま
で
、太
モ
ズ
ク
は
、3
月
中
旬
〜
5
月
末
ま
で
の
形
態
で
あ
る
。

　
海
草
を
担
う
産
地
と
し
て
異
物
混
入
を
防
ぐ
こ
と
を
テ
ー
マ

に
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。そ
の一
環
と
し
て
昨
年
、最
終
選
別
処

理
場
が
完
成
し
、消
費
者
に
よ
り
安
心
・
安
全
に
モ
ズ
ク
を
供
給

す
る
事
が
可
能
と
な
っ
た
。

「
体
力
つ
く
り
国
民
会
議
議
長
賞
」
受
賞
!!

　
こ
の
度
、
伊
是
名
村
は
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
か
ら
、
平
成
25
年
度
体
力
つ
く
り
優
秀
組
織
表

彰
候
補
に
推
薦
さ
れ
、「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
体
力
つ
く
り
全
国
会

議
2
0
1
4
」
に
お
い
て
、
体
力
つ
く
り
国
民
会
議
議
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
長
年
に
わ
た
り
体
力
つ
く
り
運
動
の
推
進
に
尽
力

し
、
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た
組
織
に
授
与
さ
れ
ま
す
。
本
村
は

平
成
23
年
3
月
に
健
康
増
進
計
画
「
い
ぜ
な
88
が
ん
じ
ゅ
う
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、「
健
康
な
村
民
が
す
む
村
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
体
操
教
室
、
高
齢
者
ゆ
ん
た
く
サ
ロ
ン
事
業
の
実
施
や
、

特
定
健
診
受
診
率
の
上
昇
（
平
成
22
年
度
38
･
2
％
↓
24
年
度

51
･
0
％
）
な
ど
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
こ
の
賞

に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
村

民
の
皆
様
と
と
も
に

健
康
づ
く
り
に
励
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

モ
ズ
ク
操
業
祈
願
祭

小学校での講話の様子

中学校での講話の様子

協定書を取り交わす宮城署長と仲田教育長

小
・
中
学
校
編
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と
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る
こ
と
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と
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同
日
、
中
学
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に
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て
3
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生
に
も
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演
を
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い
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の
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さ
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で
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、
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は
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症
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と
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に
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の
人
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う
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の
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を
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と
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控
え
た
生
徒
へ
教
訓
が
あ
り

ま
し
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。
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お
り
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ポ
ー
タ
ー
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広
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っ
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い
る
。
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史
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是
名
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療
所
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先
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
2
月
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月
）伊
是
名
漁
業
協
同
組
合（
名
嘉
哲
治
組
合

長
）に
お
い
て
、今
年
の
モ
ズ
ク
操
業
祈
願
祭
が
伊
是
名
漁
協
モ
ズ

ク
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工
所
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村
関
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産
者・職
員
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執
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れ
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ズ
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作
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員
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全
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〜
3
月
中

旬
ま
で
、太
モ
ズ
ク
は
、3
月
中
旬
〜
5
月
末
ま
で
の
形
態
で
あ
る
。

　
海
草
を
担
う
産
地
と
し
て
異
物
混
入
を
防
ぐ
こ
と
を
テ
ー
マ

に
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。そ
の一
環
と
し
て
昨
年
、最
終
選
別
処

理
場
が
完
成
し
、消
費
者
に
よ
り
安
心
・
安
全
に
モ
ズ
ク
を
供
給

す
る
事
が
可
能
と
な
っ
た
。
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!!
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％
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％
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ズ
ク
操
業
祈
願
祭

小学校での講話の様子

中学校での講話の様子

協定書を取り交わす宮城署長と仲田教育長

小
・
中
学
校
編
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2
月
18
日（
火
）産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、福
祉
用
具
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
セ
ニ
ア
カ
ー
の
安
全
運
転
講
習
が
行
わ
れ

た
。も
と
も
と
高
齢
者
の
間
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
行
う
と
き
に
、コ
ー
ト
ま
で
の
移
動
に

電
動
車
い
す
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
が
始

ま
り
で
、運
転
免
許
は
不
要
。歩
行
が
困
難

な
高
齢
者
に
需
要
が
あ
り
、村
内
で
も
所

有
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
こ
の
日
は
、約
20
名
の
方
々
が
講
習
会
に

訪
れ
、講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
た
。講
習
後

に
は「
充
電
の
仕
方
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
い
で
す
か
」な
ど
の
質
問
も
あ
り
、気
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
も
確
認
し
て
い
た
。講
習

終
了
後
は
セ
ニ
ア
カ
ー
の
無
料
点
検
も
行

わ
れ
た
。

　
な
お
、こ
の
講
習
会
に
お
い
て
最
も
注
意

し
た
点
は
、セ
ニ
ア
カ
ー
は
道
路
交
通
法
上

セ
ニ
ア
カ
�
の
走
行
に
注
意
を
!!

　
沖
縄
観
光

の
名
所
首
里

城
で
は
、毎
週

４
回
と
休
日

に
下
之
御
庭

で
観
光
客
向

け
に
琉
球
舞

踊
を
披
露
し

て
い
ま
す
。２

月
５
日
に
郷

友
会
の
芸
能

協
会「
通
水
」の
会
員
で
あ
る
玉
城
流
翔
節
会
前

川
美
智
子
琉
舞
道
場
、柳
清
本
流
神
田
采
愛
子

（
さ
え
こ
）琉
舞
研
究
所
の
皆
さ
ん
が
出
演
し
ま

し
た
。演
目
は
島
が
発
祥
地
で
あ
る
仲
里
節
を
始

め
、お
な
じ
み
の
四
つ
竹
、本
貫
花
、貫
花
の
四
題
。

観
光
客
は
初
め
て
観
る
色
彩
鮮
や
か
な
琉
球
舞

踊
に
異
国
情
緒
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。中

に
は
幼
少
の
頃
、沖
縄
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
静

岡
県
在
住
の
県
出
身
者
で
７０
代
の
女
性
は
、久
し

ぶ
り
に
観
る
ふ
る
さ
と
の
舞
踊
を
懐
か
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　「
舞
へ
の
誘
い
」へ
芸
能
協
会
通
水
が
参
加
す
る

の
は
、昨
年
末
か
ら
３
月
ま
で
６
回
と
な
っ
て
お

り
、３
月
に
は
真
境
名
本
流
の
真
境
名
あ
き
琉

舞
道
場
が
出
演
し
ま
す
。玉
城
流
の
前
川
美
智

子
さ
ん
は
、「
芸
能
協
会
活
動
の
更
な
る
発
展
に

繋
が
り
、後
輩
へ
の
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
す
」

と
、ま
た
柳
清
本
流
の
神
田
采
愛
子
さ
ん
は
、「
皆

和
気
藹
々
と
踊
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
で

す
。」と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。ま
た
通
水
の

東
江
粂
雄
会
長
は
、「
芸
能
協
会
を
結
成
し
て
３

年
目
に
な
る
。今
秋
に
は
第
２
回
発
表
会
を
予

定
し
て
お
り
、積
極
的
に
会
員
の
活
躍
の
場
を
広

げ
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。    

　
　
　
　 （
字
諸
見
郷
友
会
　
名
嘉
山
秀
信
）

首
里
城
公
園
の「
舞
へ
の
誘
い
」に
出
演

〜
伊
是
名
郷
友
芸
能
協
会「
通
水
」〜

「
歩
行
者
」に
分
類
さ
れ
る
た
め
、通
行
す

る
際
は
歩
道
を
走
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
。走
行
が
困
難
な
歩
道（
狭

い
、急
勾
配
で
危
険
な
ど
）や
歩
道
が
な
い

道
路
で
は
、右
側（
車
と
は
逆
）を
通
行
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。こ
の
た
め
、道
路
を

通
行
す
る
際
に
車
や
自
転
車
な
ど
を
運

転
す
る
方
も
、セ
ニ
ア
カ
ー
の
走
行
に
注
意

し
な
が
ら
思
い
や
り
の
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　伊是名村第20次少年の翼一行（団長：森元幹生校長、小学6年生児童16名、引率6名）は、2月17日～21
日まで（4泊5日）の日程で北海道日高町の日高小学校との交流に臨んだ。「次代を担う本村児童に、北海
道の広大な自然や文化を体験する機会を与え、日高小学校児童との交流を通して相互理解と友情を深め
る」、「集団宿泊学習の中において自主性や協調性を養うことにより、心豊かでたくましい『伊是名っ子』の
育成を図る」を狙いとして行われた。
　一日目は移動だけで、二日目の午前は基本的なスキー体験をして、午後からは日高小も加わり合同でス
キー交流を行った。その後、スポーツや夕食なども交流し終了。三日目は日高小学校を訪れ、全体交流会が
催された。出迎えた日高小に感謝の気持ちを込めて、エイサー、尚円太鼓を披露した。また、御礼として黒糖

（別記事の4年生が作った黒糖）とサーターアンダギーをプレゼント。その後、給
食なども共にした一行は、お別れ式終了後に日高小を後にした。

　環境の違う土地での交流で楽しい思い出をつくり、日高小学校児童と
の友情が深められた素晴らしい旅となったことでしょう。

“少年の翼”

気になる所を点検しても
らう

利用者のほとんどが参加しました

スキーは上手に滑れたのでしょうか…

交流会場にて記念撮影(^▽^)

森元校長の生演奏も披露されました

氷で作られた灯籠は北国ならでは

仲里節
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infoRmation情報コーナー
消費税率（国・地方）の引上げについて お知ら

せ

家族揃って加入しましょう！交通災害共済　申し込み2月1日～お知ら
せ

１ 消費税率（国・地方）が引上げられます。 
※地方消費税とは、国税である消費税と同様に、事業

として行った商品の販売、サービスの提供等の国内
取引や外国貨物の引き取りに対して課税される都道
府県税です。※消費税率10％（消費税7.8％・地方
消費税2.2％）への引上げについては、改めて経済
状況等を総合的に勘案した検討を行います。 

【受付時間】平日 9:00 ～ 17:00（平成 26 年 3 月･4 月は土曜日も受付） 
　※ お住まいの地域に応じて、右記の通話料金がかかります。 

○消費税率（国・地方）の引上げに当たって事業者の方々が円滑かつ適正に転嫁できるよう、転嫁、広告・
宣伝、価格表示、便乗値上げ等に関する相談窓口又は情報受付窓口を設置しています。ご相談がある方
は以下の窓口にお問い合わせください。 

～しっかり積み立て、がっちりサポート　安心で豊かな老後を～お知ら
せ

★国民年金の第１号被保険者で、年間60日以上農業に従事する60歳未満の方は誰でも加入できます。
★少子高齢化時代に強い積立方式の年金です。
★保険料の額は自由に決められます。（月額2万円～6万7千円）
★80歳まで保証がついた終身年金です。
★認定農業者など一定の要件を満たす方は、保険料の国庫助成があります。
★支払う保険料の全額が社会保険料控除の対象となるなど税制面でも特例が用意されています。

～魅力いっぱい
農業者年金～ 「愛称」

☆あなたの老後生活への備えは十分ですか?
☆年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です！
☆老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です！

担い手積立年金

加入申し込みや相談については、JA伊是名支店 ☎45-2222　伊是名村農業委員会 ☎45-2004　

又は、独立行政法人農業者年金基金 ☎03-3502-3942

消費税価格転嫁等総合相談センター　専用ダイヤル：0570ー200－123

ＨＰ上の専用フォーム http://www.tenkasoudan.go.jp

地方消費税1％ 

消費税4％ 

地方消費税1.7％ 

平成26年４月１日～

消費税6.3％ 

沖縄県の情報受付窓口
（平日8時30分～17時15分まで） 

商工労働部中小企業支援課（転嫁関係）
環境生活部県民生活課（広告・宣伝関係）
総務部税務課（価格表示関係）

☎098－866－2343 
☎098－866－2187
☎098－866－2101

引
上
げ
分
の
消
費
税
収

財
政
健
全
化
に

　一
定
の
寄
与

社会保障の充実
（待機児童の解消、

医療介護サービスの充実など）

社会保障の安定化
年金国庫負担２分の１等 

後代への負担の付け回しの軽減 

消費税率引上げに伴う社会保障支出の増 

２ 引上げ分の消費税収（国・地方）はすべて社会保障財源化されます。 

３ 円滑かつ適正な転嫁にご理解とご協力をお願いします。 

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化

固定電話：8.5 円～ 80 円 /3 分間
携帯電話：90 円 /3 分間
公衆電話：30 円～ 220 円 /3 分間

（24 時間受付）

問い合わせ　役場　総務課　☎45-2001

　沖縄県町村交通災害共済組合は、県内の全町村で組織され「住民に対する交通災害共済事業」を行っており
ます。本共済は、村住民が交通事故による災害を被った場合に適切な給付を行い、住民の生活の安全と福祉の
増進に寄与するため、加入者一人ひとりが相互扶助協力の精神に基づき見舞金を支給する共済事業です。この趣
旨を理解のうえ、ご加入下さるようお知らせします。
共済期間：平成26年4月1日～平成27年3月31日まで　共済掛金：一人500円

　加入された皆様は万が一、事故（自損事故含む）にあわれた場合、見舞金の請求に“事故証明”が必要となりま
すので警察へ届けてください。

総務課より　自動車抹消に関するお知らせお知ら
せ

問い合わせ
役場　総務課　税務係
☎45-2001

　村民の皆様へ　原付バイク・軽自動車及び普通乗用車の抹消手続きは3月31日までとなっております。車両の
有無に関わらず、抹消せずに4月1日を過ぎると課税されますのでご注意下さい。

～ 抹消手続きの方法 ～

※法人車両の抹消手続きは商業登記簿謄本(１通)が必要となります。
 自動車の抹消についてはJAオートにて手続きが出来ますが、郵送日数等の関係上、
今年度は平成26年3月24日(月)までの受付となっていますのでお知らせいたします。

役場総務課　　★原付・小型バイク ： 印鑑・ナンバープレート
J A オ ー ト　★軽自動車　　　　：ナンバープレート・自動車検査証　　　　　　　
J A オ ー ト　★普通乗用車　　    ： ナンバープレート・自動車検査証・印鑑証明書・実印

■手続き
　場所
（必要な物）

ニューいぜな運航時刻の変更について　お客様へのご協力願いお知ら
せ

フェリー「ニューいぜな」をご利用いただき感謝申し上げます。平成26年3月20日から3月31日の期間、「フェリー
いへや」は新造船就航準備の為、「ニューいぜな」が就航致します。両村を一隻で就航するため、１日１便運航にな
ります。＊先月号に掲載した運航変更期間に変更がございます。お詫びして訂正致します。

　フェリー「ニューいぜな」は安全点検のため、年１回定期検査（ドック）を行っています。その期間は、伊平屋村の
「フェリーいへや」が就航いたします。両村を一隻で就航するため、１日１便運航になります。

仲田港ターミナル乗船券売場（伊是名運送）・・・・・・10980－45－2002

運天港船舶連絡事務所（北部港運）・・・・・・・・・・10980－56－5084

伊是名村観光振興課・・・・・・・・・・・・・・・・10980－45－2534

お問い合わせ先

伊是名発：  9時00分

運天港発：15時30分
●
●

運天港着：  9時55分

伊是名着：16時25分

住
復

期　　間：平成26年3月20日（木）～31日（月）
運航方法：1日1便運航
乗船券販売所及びフェリー桟橋は
平常通りそれぞれの場所を使用します。

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

運天港発：11時00分

仲田港発：13時30分
●
●

仲田港着：12時05分

運天港着：14時35分

復
住

期　　間：平成26年4月13日（日）～24日（木）
運航方法：1日1便運航
乗船券販売所及びフェリー桟橋は
平常通りそれぞれの場所を使用します。

5% 8%
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infoRmation情報コーナー
消費税率（国・地方）の引上げについて お知ら

せ

家族揃って加入しましょう！交通災害共済　申し込み2月1日～お知ら
せ

１ 消費税率（国・地方）が引上げられます。 
※地方消費税とは、国税である消費税と同様に、事業

として行った商品の販売、サービスの提供等の国内
取引や外国貨物の引き取りに対して課税される都道
府県税です。※消費税率10％（消費税7.8％・地方
消費税2.2％）への引上げについては、改めて経済
状況等を総合的に勘案した検討を行います。 

【受付時間】平日 9:00 ～ 17:00（平成 26 年 3 月･4 月は土曜日も受付） 
　※ お住まいの地域に応じて、右記の通話料金がかかります。 

○消費税率（国・地方）の引上げに当たって事業者の方々が円滑かつ適正に転嫁できるよう、転嫁、広告・
宣伝、価格表示、便乗値上げ等に関する相談窓口又は情報受付窓口を設置しています。ご相談がある方
は以下の窓口にお問い合わせください。 

～しっかり積み立て、がっちりサポート　安心で豊かな老後を～お知ら
せ

★国民年金の第１号被保険者で、年間60日以上農業に従事する60歳未満の方は誰でも加入できます。
★少子高齢化時代に強い積立方式の年金です。
★保険料の額は自由に決められます。（月額2万円～6万7千円）
★80歳まで保証がついた終身年金です。
★認定農業者など一定の要件を満たす方は、保険料の国庫助成があります。
★支払う保険料の全額が社会保険料控除の対象となるなど税制面でも特例が用意されています。

～魅力いっぱい
農業者年金～ 「愛称」

☆あなたの老後生活への備えは十分ですか?
☆年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です！
☆老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です！

担い手積立年金

加入申し込みや相談については、JA伊是名支店 ☎45-2222　伊是名村農業委員会 ☎45-2004　

又は、独立行政法人農業者年金基金 ☎03-3502-3942

消費税価格転嫁等総合相談センター　専用ダイヤル：0570ー200－123

ＨＰ上の専用フォーム http://www.tenkasoudan.go.jp

地方消費税1％ 

消費税4％ 

地方消費税1.7％ 

平成26年４月１日～

消費税6.3％ 

沖縄県の情報受付窓口
（平日8時30分～17時15分まで） 

商工労働部中小企業支援課（転嫁関係）
環境生活部県民生活課（広告・宣伝関係）
総務部税務課（価格表示関係）

☎098－866－2343 
☎098－866－2187
☎098－866－2101
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社会保障の充実
（待機児童の解消、

医療介護サービスの充実など）

社会保障の安定化
年金国庫負担２分の１等 

後代への負担の付け回しの軽減 

消費税率引上げに伴う社会保障支出の増 

２ 引上げ分の消費税収（国・地方）はすべて社会保障財源化されます。 

３ 円滑かつ適正な転嫁にご理解とご協力をお願いします。 

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化

固定電話：8.5 円～ 80 円 /3 分間
携帯電話：90 円 /3 分間
公衆電話：30 円～ 220 円 /3 分間

（24 時間受付）

問い合わせ　役場　総務課　☎45-2001

　沖縄県町村交通災害共済組合は、県内の全町村で組織され「住民に対する交通災害共済事業」を行っており
ます。本共済は、村住民が交通事故による災害を被った場合に適切な給付を行い、住民の生活の安全と福祉の
増進に寄与するため、加入者一人ひとりが相互扶助協力の精神に基づき見舞金を支給する共済事業です。この趣
旨を理解のうえ、ご加入下さるようお知らせします。
共済期間：平成26年4月1日～平成27年3月31日まで　共済掛金：一人500円

　加入された皆様は万が一、事故（自損事故含む）にあわれた場合、見舞金の請求に“事故証明”が必要となりま
すので警察へ届けてください。

総務課より　自動車抹消に関するお知らせお知ら
せ

問い合わせ
役場　総務課　税務係
☎45-2001

　村民の皆様へ　原付バイク・軽自動車及び普通乗用車の抹消手続きは3月31日までとなっております。車両の
有無に関わらず、抹消せずに4月1日を過ぎると課税されますのでご注意下さい。

～ 抹消手続きの方法 ～

※法人車両の抹消手続きは商業登記簿謄本(１通)が必要となります。
 自動車の抹消についてはJAオートにて手続きが出来ますが、郵送日数等の関係上、
今年度は平成26年3月24日(月)までの受付となっていますのでお知らせいたします。

役場総務課　　★原付・小型バイク ： 印鑑・ナンバープレート
J A オ ー ト　★軽自動車　　　　：ナンバープレート・自動車検査証　　　　　　　
J A オ ー ト　★普通乗用車　　    ： ナンバープレート・自動車検査証・印鑑証明書・実印

■手続き
　場所
（必要な物）

ニューいぜな運航時刻の変更について　お客様へのご協力願いお知ら
せ

フェリー「ニューいぜな」をご利用いただき感謝申し上げます。平成26年3月20日から3月31日の期間、「フェリー
いへや」は新造船就航準備の為、「ニューいぜな」が就航致します。両村を一隻で就航するため、１日１便運航にな
ります。＊先月号に掲載した運航変更期間に変更がございます。お詫びして訂正致します。

　フェリー「ニューいぜな」は安全点検のため、年１回定期検査（ドック）を行っています。その期間は、伊平屋村の
「フェリーいへや」が就航いたします。両村を一隻で就航するため、１日１便運航になります。

仲田港ターミナル乗船券売場（伊是名運送）・・・・・・10980－45－2002

運天港船舶連絡事務所（北部港運）・・・・・・・・・・10980－56－5084

伊是名村観光振興課・・・・・・・・・・・・・・・・10980－45－2534

お問い合わせ先

伊是名発：  9時00分

運天港発：15時30分
●
●

運天港着：  9時55分

伊是名着：16時25分

住
復

期　　間：平成26年3月20日（木）～31日（月）
運航方法：1日1便運航
乗船券販売所及びフェリー桟橋は
平常通りそれぞれの場所を使用します。

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

運天港発：11時00分

仲田港発：13時30分
●
●

仲田港着：12時05分

運天港着：14時35分

復
住

期　　間：平成26年4月13日（日）～24日（木）
運航方法：1日1便運航
乗船券販売所及びフェリー桟橋は
平常通りそれぞれの場所を使用します。
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高校合格発表
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小学校卒業式 
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保育所卒園式
公事清明祭（シーミー）
中学校入学式
小学校入学式
幼稚園入園式
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ムーチーづくり
こどもの健康と安全を祈願するムーチーにみん
なで挑戦した。楽しみながらつくったムーチーに
みんな大満足。

　
2
月
7
日
（
金
）
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
小
学
校
4
年
生
の
児
童
達
が
、
体

験
学
習
の
一
環
で
黒
糖
づ
く
り
に
挑
戦
し

た
。前
日
ま
で
に
キ
ビ
刈
り
を
終
え
て
挑

ん
だ
初
め
て
の
黒
糖
づ
く
り
に
、
時
間
を

忘
れ
て
夢
中
に
な
っ
た
。汁
を
煮
詰
め
る

の
は
時
間
が
か
か
り
、
か
き
回
す
の
も
大

変
で
し
た
が
、
完
成
し
た
黒
糖
を
ほ
お
ば

る
と
疲
れ
を
忘
れ
笑
顔
に
な
っ
た
。黒
糖

づ
く
り
は
大
成
功
し
、
み
ん
な
で
つ
く
っ

た
黒
糖
は
多
く
の
方
々
へ
配
ら
れ
た
。

運動会
親子で元気いっぱい

楽しみながら汗をかいた。

節分
保育所ではいつもと違う雰囲
気。そこへ現れたのは鬼4匹。怖
さで大泣きしながらも、勇気を出
して鬼に豆をぶつけ退治した。そ
の後は歳の数以上に豆を食べ
た。

6

29

12

7

12

10

2

3

お遊戯会
ダンス、劇など一生懸命練習した
成果を披露した。

キビを搾っ
て

汁を出す
こした汁を煮詰めていく

容器
に移
して
固ま
れば

完成
(ノ̂
)ノ-

保育園年間活動記
平成25年度も、保育所ではさまざまな催
しが行われた。今月は、過去に行われた

主な行事などで掲載できなかった
活動写真をご紹介します。

く
ん

（
長
男
）


